ＨＴＭＬ講座

概要
1. ＨＴＭＬとは
さまざまな文書をWebページとして表示するために考えられた言語です。
HTMLは、プログラムを作るための言語とは違い、文書やルールは、ずっと簡単です。
2. ホームページ作成ソフト
「ホームページビルダー」や「フロントページ」などのホームページ作成ソフトを使うと、手軽な操作でWebページを作成できますが、ホームページ作成ソフトの一部の機能は、ＨＴＭＬの知識がないと十分に理解できない場合も有ります。
（ホームページビルダーVer.11は、かなり高性能）
3. ソフトウェアについて
ページの作成に必要なソフトウェアは、最低限「ブラウザ」と「テキストエディタ」の
2つですが、この他にも画像処理のためのソフトが有ると便利です。

4. ブラウザについて
今回、「インターネット・エクスプローラ」による表示例の解説です。
その他のブラウザでは、動作確認はしていません。
5. テキストエディタについて
Webページを書いたり編集したりします。今回「メモ帳」を使用します。

6. ＨＴＭＬのタグ
「＜」と「＞」で囲まれた英数字のことをタグといいます。
開始タグ「＜」と終了タグ「/＞」の間に記述された部分がそのタグの有効範囲です。
※終了タグのないタグもあります。<br>、<hr>、<img src="">など
ＨＴＭＬの基本的な記述のルール
●HTMLタグは「大文字」・「小文字」を区別しません。但し、むやみに大文字・小文字を混在させるのは見栄えが悪いですし、後で見直す時に混乱するかもしれません。今回は小文字で表記します。
●文字は、どの機種からも共通に使える文字だけを使用する必要があります。
基本的に半角英字や全角日本語、ひらがな・カタカナ・漢字（Windowsのみ確認）
●本文中に半角のスペースを2個以上入れても、1個のスペースとして扱われます。
一方、全角スペースは漢字と同じように扱われますので、複数の全角スペースはそのまま表示されます。
●ブラウザは自分の知らないタグはまったく無視し、記述されていないものとして扱います。ブラウザがサポートしないタグは無視されます。
●ファイル名はすべて半角の小文字で入力して下さい。

●非推奨タグについて
HTMLタグの非推奨要素と非推奨属性タグは将来的に使用できなくなります。
今後はスタイルシート（ＣＳＳ）で代替していく必要があります。
第１章：トップページの作成
1. 作成したファイルをまとめて保存するフォルダを、デスクトップに新規作成します

新規フォルダに名前を付けます：フォルダ名は「ＨＰ」とします。
パソコンにダウンロードした資料、「ＨＴＭＬ」フォルダ内の「image」フォルダを
「ＨＰ」フォルダに保存します。
2. すべてのＨＴＭＬファイルに必要な、最低限の内容が記述してあるファイルを作成します
メモ帳を起動し、下記の基本タグを入力するか、又はコピー＆ペーストして「ＨＰ」
フォルダに保存します。フィル名は"index.html"とします。
拡張子は「htm」か「html」にする必要があります。

3. "index.html"にソース１のタグを付加して、トップページを作成します。
第２章：リンク先のページの作成
1. 「ＨＰ」フォルダに"index.html"をコピーし、<body>以降の不必要なタグを削除します。
ファイルの名前を変更します。ファイル名は"katudou.html"とします。
2. リンクページのソースを表示し、タイトルを変更します。タイトル：パソ救の活動

3. "katudou.html"にソース２のタグを付加して、リンク先のページを作成します。
第３章：色の指定方法
色の指定方法には、２つの方法があります。（ＨＴＭＬ4.01仕様）
1. 色名を指定する（色名を入力）

2. 色コードを指定する（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の組み合わせ、それぞれの色の強さを１６進数で表現
色コードは、「ペイント」を使って、調べることが出来ます。
1. ペイントを起動し、カラーマトリックスから好みの色を作ります
色が決まったら（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の欄の数字をそれぞれメモしておきます

2. 電卓を起動し、それぞれの数字を16進数に変換します。求めた
16進数をＲ、Ｇ、Ｂの順に並べ、先頭に「＃」記号を付ければ色コードになります。
第４章：注意点
●webサイトやブログで音楽を流す場合
ＨＰの演出に効果的ですが、うるさいと思う方もいるので訪問者が任意で再生、

ストップ出来る形にする方が無難です。

Windowsならメディアプレイヤーで再生できるファイルを使用する
（midファイル、wavファイルなど）

ファイルのサイズは大きすぎると読みこむのに時間がかかります。

2～3kbがベストですが、10kb以下のファイルが目安です。

●「著作権消滅曲」や「著作権フリーの無料MIDIファイル」を使用しましょう

http://www5b.biglobe.ne.jp/~pst/douyou-syouka/12dl/dl.htm
●サンプルページで使用したmidiファイルをWeb上に公開する場合は、「キャベツ畑」さん

の利用規定を読んでご利用下さい。
第５章＜META＞タグ記述例
●<meta name="robots" content="index,follow">
ページを登録する。何も記述しない場合はこの設定になります。

●<meta http-equiv="Content-Language" content="ja">

主言語を指定します。
●<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=Shift_JIS">

文字コードを指定します。（WindowsやMacではこの文字コードがよく使われます）
●<meta name="description" content="紹介文">

この紹介文が表示されます（全角100字以内にまとめると良いでしょう。）

●<meta name="keywords" content="キーワード">

検索したときのキーワードとして使用されます。

●<meta http-equiv="Content-Script-Type" content="text/javascript">
ジャバスクリプトを使用すると明示的に宣言します。
●<meta http-equiv="Content-Style-Type" content="text/css">

スタイルシートを使用する際にはそれを明示的に示すために、このMATAタグを記入しておいた方が良い、特殊なCSS以外は指定しなくても特に問題はありません。
主なタグ一覧とルール
HTMLタグは、開始タグ「＜」と終了タグ「/＞」の間に記述します。

属性は開始タグの中でタグ名の後に半角スペースで区切って記述し、その後、「=」の後に値を記述します。このとき、値は必ず「"」（ダブルクォーテーション）で囲まなければなりません。
※サンプルページで使用したタグ一覧表（順不同）
	主なタグ
	属性
	解説・機能

	<!DOCTYPE>
	
	HTMLのバージョンを指定（省略してもかまいません）

	
	
	記述した場合は、記述に従ってHTML文書を作成します
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML  4.01 Transitional//EN">

	<html>
	
	文書がHTMLで書かれていることを宣言

	<head>
	
	文書のタイトルや特徴など文書に関する情報を記述

	<meta>
	
	ドキュメント情報の記述

	
	
	HTMLにおける主言語の指定や、ロボット型検索エンジン対策、
WindowsやMacintoshで使用される標準文字コードの記述など・・・

	<title>
	
	ページタイトル

	<body>
	
	ブラウザに表示される内容を記述

	
	background
	背景を指定（画像）

	
	bgcolor
	背景色を指定。（色の指定は色指定値、または色名で記述）

	
	text
	文書中の文字色

	
	link
	まだ見ていないリンク箇所の色

	
	vlink
	アクセス済みのリンク色

	
	alink
	アクセス中のリンクの色

	
	margin
	余白(top､lefｔ.､right､bottom）デフォルト値:IE６左右10px、上下15px)

	<div>
	
	タグで囲んだ範囲をまとめて位置指定する（ブロック要素）

	
	align
	位置を指定

	<p>
	
	段落タグ。前後に1行分のスペースが挿入されます

	
	align
	位置を指定（left、center、right）

	<br>
	
	改行

	<font>


	
	文字サイズタグは、1から7まで指定できます

	
	face
	フォント名を指定（カンマ（,）で区切って優先順位をつける）

	
	size
	文字のサイズを指定

	
	color
	文字の色を指定

	<b>
	
	太字

	<hr>
	
	水平線

	
	size
	水平線の太さ（ピクセル）

	
	color
	水平線の色

	
	align
	水平線の配置（left、center、right）

	
	width
	ウインドウ幅に対する割合（ピクセル、パーセンテージ）


	<table>
	
	表（<table>だけでは表に枠線は入りません）

	
	caption
	表のタイトル（表の上部中央）位置指定はIEではtopとbottomのみ

	
	align
	水平位置を指定（left、center、right）

	
	boder
	1ピクセルの枠線を表示させる、外枠の太さをピクセル数で指定（１～）

	
	tr
	行を指定

	
	td
	セルを指定（nowrapセル内の自動改行を禁止します）

	
	
	align
	セル内の水平位置を指定（middle、left､right）

	
	
	valign
	セル内の垂直位置を指定（top、bottom）

	
	width
	表全体の横幅を指定

	
	height
	表の縦幅を指定

	
	bgcolor
	テーブルの色を指定

	
	bodercolor
	枠線の色を指定（1色の場合）

	<img src>
	
	画像の表示

	
	width
	画像のサイズ指定（横）

	
	height
	画像のサイズ指定（縦）

	
	alt
	代替テキスト

	
	align
	画像に並ぶ文字の位置を指定（top､middle､bottom､left､right）

	
	border=0
	画像にリンクを設定した場合、画像の周りに枠線が表示されるが
borderオプションで枠線のないリンク画像が設定できます

	<textarea>
	
	テキストエリアの作成

	
	name
	フィールド名を指定（半角英数字）

	
	cols
	横の長さを指定

	
	rows
	縦の長さを指定

	
	readonly
	テキストエリア内の文書の内容を変更できないようにする

（テキストエリア内の文章のドラッグ、コピーは可）

	
	style="color:red;background-color:#ccffff;font-size:14px;"
テキストエリアの文字色、背景色、文字サイズ指定

	<a>
	
	ハイパーリンクを作成

	
	href
	リンク先を指定（ＵＲＬ、電子メール）

	
	#キーワード
	半角英数字でキーワードを指定

	
	a name
	キーワードの設定箇所へリンク

	
	style
	リンク文字に下線をつけない(style="text-decoration:none")

	<embed>
	
	コントローラーを表示

	
	autostart
	自動再生の設定（自動再生するtrue、自動再生しないfalse）

	
	repeat
	リピートの設定（繰り返すtrue、１回再生false）

	
	loop
	repeatと同じ（繰り返すtrue、１回再生false）

ブラウザによって違うこともあるので両方記述すると確実
１以上の整数を記述するとその回数だけ繰り返す

	<h>
	
	見出しを設定、<h1>～<h6>

<h1>サイズ大、見出しの前後に空行が入る、フォントは太字で表示


スクロールバー色変更：<body style="scrollbar-base-color:色"><head>～<head>
HTMLファイルの基本的な構成


<html>


<head>


<title>ここにタイトル</title>


</head>


<body>


ここから本文です


</body>


</html>








